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1.  はじめに 

早期公開とは、採択された記事の速やかな公開を目的とした機能です。 

機能の趣旨をご理解の上ご活用ください。 

なお早期公開機能を利用するときには、「J-STAGE 提供サービス利用申請書」をご提出ください。 

 

1.1.  早期公開とは 

J-STAGE における早期公開(Advance Publication)は以下のとおり定義されています。 

 

 

 

 

1.2.  特徴 

早期公開の特徴を以下に記します。 

・ より早い情報発信が可能です 

・ 査読・審査の済んだ採択記事を速やかに公開できます 

・ 早期公開の記事は、通常公開された時点で公開画面の早期公開タブからは消されますが、通常

公開記事から過去の版としてリンクされます 

・ 早期公開記事の DOI は論文番号を用いて設定します 

・ 早期公開記事の DOI は通常公開する記事に引き継がれます（変更はできません） 

※ここで「通常公開」とは、巻・号・開始ページ等の書誌が確定した記事を公開することです。 

 

1.3.  早期公開と印刷前公開の違い 

多くの J-STAGE 登載誌は、冊子体の印刷・発行の後 J-STAGE で電子公開しています。 

冊子体発行後に J-STAGE で公開する場合、採択から公開までの期間が長くなることもあり、利用者か

らは「より早い発表（公開）」を行いたいという要望がよせられるようになりました。それに応えて開

発されたのが「早期公開」です。 

「早期公開」は採択された原稿（例えば査読者のチェックや指示の書き込みが入ったままの Image PDF

など 書誌が未確定のもの）を暫定で公開し、それを冊子体発行後に正式な原稿と差し替えて同じもの

として流通させることができる機能です。 

しかし、通常の J-STAGE 提供システムでも冊子体発行より早く J-STAGE で電子公開することができま

す。 

この方法を「印刷前公開」と呼びます。この場合、巻・号・開始ページ等の書誌が確定していること

が前提となります。 

早期公開機能、印刷前公開のどちらをご利用になるかは、以下の解説をご確認の上、発行機関でご検

討・ご判断ください。 

 

 

 

 

審査・査読工程を経て掲載が決定していて巻、号、開始ページ等の書誌が未確定の

記事を公開できる機能 
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1.3.1.  早期公開 

早期公開は、審査・査読工程を経て採択となった記事、すなわち「掲載が決定していて巻・号、開始

ページ等の書誌が未確定の記事」を公開できる機能です。 

早期公開した記事は、巻・号あるいは開始ページ等の書誌が確定した後に必ず通常公開をします。 

書誌未確定の記事を速やかに公開できるメリットはありますが、早期公開と通常公開の 2回、編集・

公開作業が発生するため、発行機関側の負担が増えるデメリットもあります。 

早期公開のご利用には「提供サービス利用申請書」と早期公開スケジュールシートを J-STAGE センタ

ーにご提出いただく必要があります。 

 

1.3.2.  印刷前公開 

書誌確定後、冊子体発行前に J-STAGE で電子公開することを指します。 

冊子体発行を待たずに電子公開することにより、採択から J-STAGE での電子公開までの期間を短縮す

ることが出来ます。 

データ作成完了次第、記事単位に順次公開することも可能です。 

印刷前公開は書誌確定後に通常公開するものです。早期公開のように 2回公開するものではありませ

ん。 

印刷前公開のご利用にあたっては、申請書の提出等は必要ありません。 

 

早期公開と印刷前公開の相違を図 1-1に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 早期公開と印刷前公開 
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2.  早期公開のご利用 

早期公開のご利用について以下に説明します。 

 

2.1.  ご利用の条件 

・ 資料種別が「ジャーナル」であること 

・ J-STAGE 登載誌であること 

・ 本運用に至っていること（初回公開が完了していること） 

・ 早期公開後、通常公開することを前提であること 

 

2.2.  ご利用に当たっての注意 

・ 早期公開機能のご利用は通常公開を前提としています。必ず通常公開してください 

・ 早期公開はテスト公開ではありません 

・ J-STAGE では早期公開記事と通常公開記事の内容に差異が無いことを前提としています 

 

2.3.  早期公開から通常公開までの作業の流れ 

早期公開記事の編集から早期公開および通常公開に至るまでの大まかな作業の流れについて説明し

ます。(冊子体発行後に通常公開する例) 

発行機関 J-STAGE 

  

図 2-1 早期公開から通常公開までの作業の流れ 

⑤早期公開 

②早期公開記事のデータ作成 

① 採 択 

③早期公開記事のアップロード・編集 

④早期公開の公開日設定 

⑥書誌確定・冊子体発行 

⑦通常公開記事のデータ作成 

⑧通常公開への割り当て 

⑨通常公開記事のアップロード・編集 

⑩通常公開の公開日設定 

⑪通常公開 
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① 原稿が採択となり掲載が決定する 

② 早期公開用のデータ(XML・PDF 等)作成 

③ 早期公開用のデータをアップロードし、プレビューおよび編集を行う 

④ 早期公開日を設定する 

⑤ J-STAGE で早期公開 

⑥ 早期公開した記事の書誌(巻・ページ等)が確定し、冊子体を発行する 

⑦ 通常公開用のデータ(XML・PDF 等)作成 

⑧ 早期公開した記事を通常公開する巻・号に割り付け作業 

⑨ 通常公開用のデータをアップロードし、プレビューおよび編集を行う 

⑩ 通常公開の公開日設定 

⑪ J-STAGE で本公開 

※公開されたデータは、発行機関の著作物となります。公開される際は、十分にプレビュー確認

をしていただきますようお願いいたします 

 

2.4.  データ形式 

早期公開用データは、BIB-J 形式もしくは FULL-J 形式となります。 

 

2.5.  PDF 
早期公開時、通常公開時の PDF には下記の要素の記載が必要です。 

なお、PDF のセキュリティ設定（変更可否・印刷可否など）、文章、記載個所については発行機関の

ご判断で決定してください。 

 早期公開 PDF 

・ 資料タイトル（登載誌編集委員会名・責任者名の記載も可） 

・ J-STAGE での早期公開記事である旨の注意書き 

・ J-STAGE での早期公開日 

※PDF に巻・号・頁は記載しないで下さい。 

 通常公開 PDF   

・ 資料タイトル（登載誌編集委員会名・責任者名の記載も可） 

・ J-STAGE での早期公開記事である旨の注意書き 

※記事の公開日を確定するためのもので、知的財産権上、重要になります。 

・ J-STAGE での早期公開日 

 

2.6.  早期公開を行う版について 

どの段階の記事を早期公開するかについては発行機関のご判断で決定してください。 

例) ・採択された著者の最終原稿(校正前) 

・英文校閲後の著者最終原稿 

・校正は終了したが書誌が未確定の原稿 
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2.7.  早期公開記事と通常公開記事の連携について 

通常公開を行うと早期公開目次一覧画面から早期公開記事が無くなります。ただし、早期公開記事が

完全に J-STAGE 上から無くなるのではなく、通常公開の書誌画面にリンクが生成され、早期公開時の書

誌情報・全文 PDF を閲覧することができます。 

 

2.8.  DOI について 

早期公開機能の導入により DOI 組み立てルールが変更となります。 

現状 多くの資料で「資料コード.巻.号_開始頁」型が採用されていますが、早期公開記事は巻・開始

ページが確定していないため、この型では DOI を組み立てることができません。 

巻・開始ページに代わって、論文番号を使用します。 

早期公開機能利用後の DOI の組み立ては「資料コード.論文番号」になります。 

早期公開を行わない記事についても DOI の組み立てルールが「資料コード.論文番号」になりますの

で、早期公開を利用しない記事についても論文番号を付与する必要があります。 

 

なお、早期公開した記事の DOI を通常公開時に変更することはできません。早期公開時に付与した

DOI が引き継がれます。 

 

表 2-1 早期公開機能利用時の DOI 

 

早期公開機能 記事 DOI 

利用前 通常公開 
資料コード.巻.号_開 始 頁 

資料コード.巻.号_開 始 頁 

利用後 

早期公開 資料コード.論文番号 

早期公開後 

の通常公開 

資料コード.論文番号 

（早期公開と同じDOI） 

通常公開 資料コード.論文番号  

※ 早 期 公 開 を利 用 しない 記 事 に も 論 文 番 号 が 必 要となります。 
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2.8.1.  論文番号について 

早期公開記事は、発行機関側で決定・管理する論文番号を用いた DOI で流通することになります。 

そのため、論文番号は当該論文誌内でユニークでなければなりません。 

論文番号は最大 32桁の半角英数字および半角記号で表記します。 

論文番号に使用可能な文字の一覧を表 2-2に示します。 

 

表 2-2 論文番号に使用可能な文字 

文字 

"-"(ハイフン) 

"."(ピリオド) 

"0"～"9" 

"A"～"Z" 

"a"～"z" 

"_"(アンダースコア) 

 

なお、J-STAGE の編集システムでは論文番号の重複チェックを行います。重複を発見した場合には 

エラーメッセージ画面にその旨の表示を行います。 

 

2.9.  PubMed 登載誌について 

PubMed 登載誌の場合、J-STAGE で早期公開されている書誌未確定の論文を PubMed で即時公開するこ

とが可能です。 

また PubMed から J-STAGE で早期公開されている記事への LinkOut も実現されます。 

巻・号・開始ページ等の書誌情報が確定し、通常公開を行いますと PubMed 側のデータも更新され、

通常公開の抄録画面に LinkOut されるようになります。 

※LinkOut の表示には申請が必要です 

 

2.10.  早期公開記事の訂正 

早期公開記事、特に校正前の著者原稿を登載した場合は、書誌情報、抄録、参考文献その他が変更さ

れた版がある場合があります。これらは早期公開版管理機能を用いて改版します。 
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3.初めて早期公開する際の手順 

初めて早期公開記事をアップロードする際は J-STAGE センターからのサポートを受けながら、作業を

進めることになります。 

表 3-1 早期公開 1回目の作業の流れ 

 

A. 早期公開の利用申請書(提供サービス利用申請書)とスケジュールシートをJ-STAGEセンターへ提

出します 

B. スケジュールシートの日程を元に、早期公開機能の設定を J-STAGE センター側で行います。 

C. 初めての早期公開についてはセンター側でデータやシステムの検証を行います。早期公開の公開

日設定が完了しましたら、J-STAGE センター(center@jstage.jst.go.jp)にご連絡ください 

D. 初めて早期公開済み記事を通常公開する際も J-STAGE センター側で検証を行います。通常公開の

公開日設定が完了しましたら、J-STAGE センター(center@jstage.jst.go.jp)にご連絡ください 

 

早期公開の通常の流れ(1 回目) 

発行機関 J-STAGE センター・JST J-STAGE 

   

④早期公開(1回目) 

 

① 早期公開記事のデータ作成 

②早期公開記事のアップロード・編集 

 

③早期公開の公開日設定 

 

⑤書誌確定・冊子体発行 

 

⑥通常公開記事のデータ作成 

 

⑦通常公開への割り当て 

 

⑧通常公開記事のアップロード・編集 

 

⑨通常公開の公開日設定 

 

⑩通常公開 

 

A. 提供サービス利用申請書 

スケジュールシート提出 

B.早期公開機能の設定 

 

C.早期公開検証 

 メール 

メール 

D.早期→通常公開検証 

 



資料番号：UM-06-002 
8 

 

4.公開画面 

早期公開に関連する公開画面のサンプルを示します。 

 

(1) 資料一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 資料トップ 
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(3) 早期公開一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学術情報流通の促進に関する考察と、電子ジャーナル出
版 
山田花子, 田中太郎 

https://doi.org/10.1241/johokanri.20-012 
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(4) 早期公開 PDF(早期公開中) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 書誌画面(通常公開) 

 

 

 情報管理 

J-STAGE 早期公開：2020 年 12 月 18 日 

学術情報流通の促進に関する考察と、電子ジャーナル出版 

山田花子１, 田中太郎１ 

1 国立研究開発法人 科学技術振興機構 

早期公開のPDFには下記の記載が必要です。  

論文誌名（論文誌編集委員会名・責任者名の記載も可）  

J-STAGEでの早期公開記事である旨の注意書き 

J-STAGEでの早期公開日  

https://doi.org/10.1241/johokanri.20-012 
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(6) PDF(通常公開) 

 

 

※通常公開の PDF には、J-STAGE で早期公開済みであるこ

とを記載してください 

 情報管理 

J-STAGE 早期公開：2020 年 12 月 18 日 

学術情報流通の促進に関する考察と、電子ジャーナル出版 

山田花子１, 田中太郎１ 

1 国立研究開発法人 科学技術振興機構 


